
























務めた､精神科医の野田俊作氏の ｢アドラー心理学にもとづ くカウンセリング｣ (文献 1)
という論文であった｡カウンセリングにおける ｢目標の一致｣､･r勇気づけ｣､ ｢子ども
の行動の目的｣､ ｢課題の分離と共同の課題｣など､筆者の知っている従来の.カウンセリ






































































































































































ア ドラー心理学は､オース トリアの精神科医であるアルフレッド･アドラー (Alfred
Adler,1870-1937)が創始し､その後継者たちが発展させた臨床 (育児 ･教育)心理学の











































































































































野田氏は､ ｢続アドラー心理学 トーキングセミナー｣ (文献6)の中で､育児と教育に必
要な四つの "S"ということを提唱している｡ ｢尊敬｣､ ｢責任｣､ ｢社会性｣と ｢生活
力｣の頭文字の "S'である｡その中で､
｢尊敬｣については､ ｢一日中 『うれしい』と 『ありがとう』を言う材料を探 してやろ
うと決心をする｡ ･･･｡何とかして､ 『うれしい』と 『ありがとう』を言ってやろうと
すると､人間を尊敬するとは何かわかります｡｣と述べ､
｢責任｣については､ ｢ア ドラー心理学で 『責任』 という言葉 をつかうときに













































ヽヽ＼ ヽヽ帆 ヽヽ＼ヽヽ ヽヽ ＼ヽヽ
ヽヽ ＼ヽ ＼＼ーJヽヽ
1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
年BE



























ヽヽ ＼ヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ帆～: ヽヽ帆 ヽヽ ＼ヽヽ
ヽヽ ヽヽ＼
1995 1996 1997 1998 1999 2000 200) 202 2003 2004
年女
1









1995 1996 1997 1998 1999 2000 200L 2002 203 2004
年






































2) 野田俊作 :｢よい子育て 間違った子育て｣ 平成3年11月29日 講演会より
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